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クアルコムのモバイルＡＲ
への取り組みについて
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Disclaimer

•Nothing in these materials is an offer to sell any of the components 

or devices referenced herein. Certain components for use in the U.S. 

are available only through licensed suppliers. Some components are 

not available for use in the U.S.

•In the territory of the Federal Republic of Germany, the use of the 

term "Smartbook" in connection with portable computers is reserved 

exclusively to Smartbook AG, Germany.
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アジェンダ

 クアルコムVision-based Argument Reality (AR)のご紹介

 アンドロイド向けクアルコムAR SDK/QDevNetのご紹介

 クアルコムARデベロッパーチャレンジのご紹介

 アンドロイド開発者向けAR SDKセミナー（10月18日開催）のご紹介
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Voice Messaging Entertainment Computing

進化し続けるモバイル機器
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モバイルを再定義するSnapdragon

 高いパフォーマンスと低消費電力の両立

 無線通信機能・マルチメディア機能を統合

ARM MCU
< 20 MIPS

ARM7TDMI
23 MIPS* 
(27 MHz)Intel 80186

10 MIPS
(~2.5 MHz)

* Dhrystone 2.1

** ARM Instruction Set

Multimedia Platform
ARM9

Up to 160 MIPS*
(146 MHz) 

Enhanced Platform
ARM9

Up to 250 MIPS*
(225 MHz)

Convergence
Dual-Core

ARM9 + ARM11
Up to 740 MIPS*

(400 MHz)

2010 2012

Snapdragon Family
Qualcomm Enhanced CPU**

(1-1.5GHz)
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GPS-based 
Augmented 

Reality 
Experience

屋外にて大まかな情報を表
示するには最適

現実空間
ライブカメラ画面

仮想コンテンツ

その場所に関連する情報など

GPSの誤差とコ
ンパス誤差によ
り現実空間と仮

想コンテンツにズ
レが発生
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Vision-based
Augmented 

Reality 
Experience

より現実空間に溶け込ん
だ表現を実現

現実空間
ライブカメラ画面

仮想コンテンツ
Vision-based AR ではライブカメラ画面の
マーカー認識と3次元位置測定を随時行
うことにより、ターゲットに仮想コンテンツ
を密着させることが可能
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Vision-based 
Augmented Reality 

Experience
より現実空間に溶け込ん

だ表現を実現

現実空間
ライブカメラ画面

仮想コンテンツ
Vision-based AR ではライブカメラ画面の
マーカー認識と3次元位置測定を随時行
うことにより、ターゲットに仮想コンテンツ
を密着させることが可能

カメラ画像の取得と
マーカー検出

登録マーカー
との比較

マーカーの
3次元位置計測

カメラ画像への
ＣＧ合成
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カメラ画像の取得とマーカー検出
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登録済マーカー（Target Resource)との比較
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マーカーの3次元位置特定

Z

X

Y
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ターゲット（マーカー）へのＣＧ合成
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カメラ画像の取得
とマーカー検出

登録済マーカー
との比較

マーカーの
3次元位置計測

カメラ画像への
ＣＧ合成

毎秒30
サイクル以上30+
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追尾可能なターゲット（マーカー）

Representations of real world elements that can be detected and tracked

Image Target Frame Markers Multi-Image Target

(Simple 3D object)
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取扱説明書/ユーザーマニュアルの視覚化
例：家具組立マニュアル

取り扱い説明

多種多様なARの活用シーン

ゲーム

3Dゲームと現実空間の融合

Turn Left on Main St.

ナビゲーション

興味ある場所の視覚化

紙媒体、屋外広告、テレビ、及び商品パッケー
ジとの連携

広告

“Happy to be here//

SNS

友人へのコメントや写真の添付

検索・サーチ

取得画像に関連した情報をウェブから取得
例：価格情報、クチコミ
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SDK及び開発オプション

SDK for Android SDK/NDK Unity Extension for Android

配布方法 • developer.qualcomm.com 

よりダウンロード
• Unity 3.x.をUnity社ウェブよりダウ
ンロード

• 価格は未定

ポイント • 無料
• Low level APIs enable flexibility 

• Fully integrated game engine 

reduces development time and cost

リリース
時期

• Β版が10月初旬 • Β版を年末にリリース予定

詳細は： developer.qualcomm.com/ar

 アンドロイド向けVision Based ARアプリ開発用(SDK)を無償で提供

 2010年10 月上旬提供開始

 Android 2.1以降に対応（それ以前は非対応）、Android SDK/NDKと連動

 Unity 3.x.への拡張性

 Vision Based ARアプリが利用する ”Target Resource” を生成

http://www.developer.qualcomm.com/ar
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携帯アプリ

AR SDK及びQDevNetを使ったAR アプリケーション
開発の流れ

Target 

Position
User 

Interactions

ターゲット
リソース

QDevNet

App Assets, Logic,

Rendering Engine
ターゲット画像 (jpg)

QCAR Library

ターゲットマネージ
メントアプリ

クアルコム 開発者様
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ターゲットマネージメントアプリケーション

 QDevNetにてターゲット画像を解析評価、登録

http://www.qcarsdk.com/augreality


19

例: マーカー認識イメージ

 生成された“Target Resource”を用い、マーカーを認識
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AR ディベロッパーチャレンジ

Qualcomm ARアプリケーション開発コンテスト実施を発表

SDKリリース
開始とアプリ
ケーション受
付開始

アプリ提出
締め切り

Fall 2010

February 14, 2011

January 7, 2011

Mobile 
World 
Congress
にて結果発表

賞金：
1st $125,000
2nd $50,000
3rd $25,000

コンテスト詳細は： http://www.qdevnet.com/ar
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クアルコムAR SDKリリースに合わせ、日本でもアンドロイド
デベロッパー様向けSDKセミナーを開催(10/18日）

 開催日時：2010年10月18日（月）午後１~５時まで（受付は12時45分開始）

 開催場所： 東京都港区新橋1-18-1 航空会館7F 701会議室

 受講対象者：C++/Javaの知識をお持ちでアンドロイドアプリ開発経験があり、AR技術に興
味のある方

 参加費用： 無料（定員80名）※席数の都合によりお断りさせて頂く場合がございます

 講演者：
 クアルコム本社のAR事業責任者Jay Wright (Director of Business Development)よりクアルコムのAR事業概要

説明、アンドロイド向けクアルコムAR SDKに関する技術的(開発環境/マーカー特性など)説明、及びサンプルコー
ドを見ながら開発手順を説明致します。（逐次日本語通訳を行います）

 ジョージア工科大学ARゲームスタジオのBlair MacIntyre准教授より, クアルコムAR SDKにて開発したゲームの
紹介を致します。（逐次日本語通訳を行います）

 Unity Technologies社Tom Higgins (Product Evangelist)よりUnity 3Dにおけるクアルコム AR拡張機能に関す
る説明を致します。（逐次日本語通訳を行います）

 お問い合わせ先／参加申込：クアルコムジャパン 渡辺 潤

 TEL:03‐5412‐8485  jwatanab@qualcomm.com

 当日受付にてご名刺を一枚頂戴致します。御手数ですがご名刺の準備を宜しくお願い致します



ご清聴頂き、有難うございました。


